
 

 

研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラム 

産学共同（育成型） 完了報告書（公表用） 

 

１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 資源作物のゲノム編集育種技術の開発 

研 究 責 任 者 ： 刑部 祐里子（東京科学大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究は、将来の持続的社会の構築に重要な役割を担いカーボンニュートラルに資する資源作物

を創生することを目指し、資源作物の付加価値増強や炭素循環型社会の実現に向けた課題解決のた

めの資源作物の利用拡大を目的として、資源作物において再生因子の機能を増強した形質転換法と

ゲノム編集技術を確立する。国産ゲノム編集技術 TiD の資源作物への最適化、遺伝子導入および再

生技術を開発することにより、ゲノム編集の活用が困難であった資源作物における遺伝子機能改変技

術基盤を確立する。多種多様な有用作物や資源植物を広く産業に活用するための汎用性の高い植物

の新品種導出技術を構築する。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

組織培養による個体再生技術や形質転換が困難である植物種の有効活用のためには、ゲノム編

集技術の周辺技術としての導入技術や再生技術などのさらなる開発が必須である。ゲノム編集技術を

活用することで資源作物を遺伝子機能改変し有用形質を持つ系統を広く産業に活用するために、遺伝

子導入・再生技術を高度に発展させた汎用性の高い技術を開発した。資源作物において、高効率での

新たな組織培養法を確立し、本法を基とした遺伝子導入および形質転換技術、ゲノム編集技術を用い

た再生因子発現増強法および変異体作製法を新規に開発し、国産ゲノム編集技術を活用した資源作

物の新品種創生基盤を構築した。 

 

3-2. 今後の展開  

本研究で構築した新規国産ゲノム編集技術 TiD の資源作物への最適化、遺伝子導入および再生

技術を活用することにより、ゲノム編集の活用が困難であった様々な資源作物品種の遺伝子機能改



 

変に展開する。種々の有用形質を付加した資源作物を創出するための遺伝子機能改変基盤技術を開

発し、環境変動下においても持続的生産を可能とする新品種の創成と実用化を目指す。 

 


